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新年明けましておめでとうございます。謹んで新年
のお慶びを申し上げます。
旧年中は、OBの皆様、行政、地域の方々をはじ
めといたします関係各位の皆様方には公益社団法人
太田青年会議所の運動に対しまして、多大なるご支
援、ご協力を賜わりましたこと、心より御礼申し上げ
ます。また公益社団法人太田青年会議所メンバーの
ご家族、お仕事先での関係者の皆様方におかれまし
ては、日頃、大変ご苦労をおかけしております。そ
の中でも、私たちの活動にご理解、ご協力いただき
まして、心より感謝申し上げます。本年度も変わらぬ、
ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
本年度、公益社団法人太田青年会議所は創立 60
周年を迎えることとなりました。
これも60 年の運動の中で諸先輩方に紡いでいた
だいた太田青年会議所に対する想いや、支えてくだ
さる地域の方々のおかげでここまで来れたのだと思
います。そのひとつひとつに感謝をすると共に、これ
から先の未来へ繋ぐ想いを年頭にあたりまして、改
めて私から皆様に申し述べたいと思います。
近年、世界的大流行をもたらした新型コロナウィル
スは終息を迎え、今まで制限されていたJC 活動もよ
うやく本来の姿を取り戻すことができます。しかし、
すべてが以前と同じような姿ではなく、ITやデジタ
ルの分野が急激な浸透を見せ、私たちの生活も大き
く変わりました。目まぐるしく変化していく時代の中、
地域社会の声に応じてきた太田青年会議所だからこ
そ、今までの概念にとらわれない新たな挑戦をして
いくべきだと考えます。その中でも組織としての改革
は必須であり、良いものは積極的に取り入れていく
必要があります。「青年会議所」と名の通り、私たち
は20歳から40歳までの多種多様な青年達が集い、

熱い議論を交わし、活動することで社会貢献をして
きました。今ではweb 会議を取り入れ、様 な々情報
の発信や共有もデジタル化を進めています。その様
に効率化を図ることでメンバーの皆さんの大切な時
間を守る事ができるからです。そして時間に余裕が
できれば仕事や私生活が充実し、自然と活気や魅力
ある組織になっていくのではないでしょうか。
また、創立 60 周年を迎えるにあたり、今一度原
点に立ち返ることも大切です。青年会議所の根幹に
ある「明るい豊かな社会の実現」を目標として掲げ
てきた組織ですから、創立から今日に至るまでの歴
史はなにものにも代え難いものです。この蓄積され
た知識や経験は今活動するメンバーの皆さんの助け
に必ずなります。なぜなら諸先輩方も同じ道を辿り、
私たちと同じ悩みや葛藤があったはずだからです。
そこに答えはあります。もしかしたら、今の時代にそ
ぐわないことがあるかもしれません。そんな時は自身
でその答えを変えてみましょう。その変化に対応でき
た時、この太田青年会議所は 70 年、80 年さらには
100 年と変化し続け、魅力ある組織として未来永劫
続いていけるのだと思います。
60 年の想いを紡ぎ、青年の力で積極的に新しい
ものへ挑戦していく、そんな一年間になるよう邁進し
てまいります。
多くの皆様のご支援、ご協力いただけます様、心
よりお願い申し上げます。
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大塚：本日はお忙しい中お時間をいただきありが
とうございます。私たち太田青年会議所としては
来年60周年となるところで、人間の年齢で言った
ら60歳と還暦を迎えます。還暦というのは新しく
生まれ変わるという意味もございますので、群馬
県と連携を強めて、太田青年会議所の活動に繋げ
ていければと思いますので、本日はいろいろ情報
交換という形でよろしくお願い致します。
それではテーマについてですが、2020年の初頭か
らコロナウイルスの感染拡大もありまして、経済

活動や地域のイベントなども行動制限されている
中で、反対に ITやデジタル分野が急速に発展した
という背景があります。そこで今、知事の進めて
いる新群馬県総合計画の中の一つとして、行政と
教育のデジタルトランスフォーメーション推進と
いうものがありますが、デジタルに触れたことが
ない年配の方や小さいお子さんへのサポートはど
のようなものが必要だとお考えでしょうか。
山本知事：もうデジタル化は避けられない流れだ
と思います。
パソコンとかネットが得意じゃない高齢者や小さ
なお子さんにまずしっかりと伝えなきゃいけない
のは、デジタル化が何であるかという事。より生
活を便利にする、生活しやすくするためであって、
すべてをデジタル化するためにするわけじゃない
わけですよね。デジタル化をすることによってむ
しろ毎日の生活の負担が少なくなったり、より良
い生活が送れたりするという事を、１人でも多く
の人にしっかりと理解してもらう事が必要だと思
います。
国民全員にデジタル研修のような事をやるのは無
理なので、まずはデジタルって大事だと、使った
ら便利になるっていう意識を広げるということが
大事だと思います。例えばデジタルについて知り
たいといったときに、そういう人たちを受け入れ
る窓口みたいのは、おそらく各自治体設けていか
なきゃいけないし、群馬県もいろんな形でデジタ
ル研修のサポートを市町村に対してやっています
から、そういう相談窓口みたいなものを、群馬県
も太田市もより充実させていかなければいけない
かなというふうに思っています。
大塚：私たち太田青年会議所としても、コロナの
関係もあり、従来、集まって行っていた会議に
Zoomを活用しました。また
今までは紙資料で会議を進め
ていましたが、今ではアジェ
ンダシステムというものを
使って、ネットを見ればどう
いった事業をこれから展開し
ていくかという議案書を全部
確認できるようになりまし
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た。活用方法はさまざまですが、そういったデジ
タルの便利さを１人でも多くの年配の方や小さな
子供たちに、少しでもデジタルに触れられる機会
を私たち太田青年会議所の方で作るような事業な
ども今後、行っていければなと思います。
山本知事：素晴らしいですね。ぜひ青年会議所に
もリーダーシップを発揮してもらって、１人でも
多くの方にデジタル化は生活を便利にするために
やるんだということを伝えてほしいし、ネットの
効果的な使い方みたいものをぜひ１人でも多くの
方々に伝えていただければと思います。行政は行
政なりに努力しますが、JCの役割がこういう面で
もすごく大きいんじゃないかと思いますね。
大塚：ぜひ青年会議所として参考にさせていただ
いて頑張っていきたいと思います。
続きまして、災害レジリエンスナンバーワンの実
現とありますが、青年会議所も2021年に、各地
域市町村で災害協定を福祉協議会と結んでくださ
いという動きがあり、太田青年会議所も太田の社
会福祉協議会と災害協定を結ばせて頂きました。
日本全国でそういった運動が今、広がっていると
感じています。その中で、やはり群馬県は防災に
関して少し疎いという印象もありました。そもそ
も災害が少ない地域と言われている中で、最近で
は豪雨、土砂災害、川の氾濫等の災害がありました。
防災意識が比較的低い中でどういったことをすれ
ば市民の方々の防災意識を高められるとお考えで
しょうか。
山本知事：例えば群馬県でいうと、防災の重要性っ
ていうのはいろんなところで発信しているのです
が、防災意識を高めるっていうのはやはり日頃か
らの訓練だと思うんですよね。
今、JCが災害協定の中でいろんなシミュレーショ

ンをやっているように、もち
ろん行政としっかり連動しな
ければいけないと思います
が、例えばこういうことが起
こったときには、こういう手
順でこういうことをやると
いった避難計画をしっかり
作っておくっていうことが大

事だと思いますね。それから、やはり訓練ですよね。
防災訓練というものをしっかりと定期的にやって
いくってことが大事だと思います。それには行政
との協力と連動も必要ですので、地域の防災訓練
みたいなことに太田 JCも清水市長と協力して行っ
ていけたらいいのではないかなと思います。
大塚：青年会議所としても災害、防災意識を持っ
てもらうために、関東地区協議会で高校生のネッ
トワークというものを作り、高校生にボランティ
アとして活動してもらう事で災害というのはこう
いったものなんだという事を共有してもらい、防
災意識を深める活動を行っています。やはりこれ
からを担う若者たちに防災の意識付けは必要だと
思うのですが、その若者たちに対して行政から何
か意識付けを行うことはできますでしょうか。
山本知事：そうですね、今後の方針を知事が直接
県民に説明する未来構想フォーラム第２弾という
ものがあって、大体12ヶ所ぐらいの各地域で行っ
ていますが、そういった若者の政治参加もそうだ
し、行政参加の意識もそうだし、いろんな事業を
展開しながら防災意識もあわせて付けていくしか
ないと思います。また、太田にはあれだけ知恵を
持った行動力のある市長がおられるので、清水市
長にも色々な知恵を出していただいて、若者にい
ろんな啓発を呼びかけていくっていう感じが大切
ではないでしょうか。そして、若者に意見を届け
るのはやっぱりネットだと思うのですよね。だか
ら群馬県は新しいメディア戦略を組んで、ユー
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チューバーと連携したり、ショート動画ディレク
ターを設けたりして、ネットを使った啓発みたい
なものに力を入れてく事が必要だと思います。そ
の過程で JCのような、若者の経営者のグループ
とも連携しながら、少しでも
メッセージの届く領域を広げ
ていくっていうのがいいので
はないでしょうか。
大塚：ぜひ、今後の太田青年
会議所の活動の参考にさせて
いただきます。
続きまして、県民総活躍社会
の実現というところで、太田
JCとしても青年会議所活動を
充実させると同時に、家庭や
仕事に負担がかからないよう
にしていきましょうとか、家
族の日を作りましょうとか、子供連れでも事業に
参加できるような内容の事業を作っていきましょ
う、といった多種多様な、現代の若者たちが負担
なく集まれるような環境を今作ろうとしているん
ですけども、県としても県民の総活躍というとこ
ろで若い子たちにどんどん活躍してほしいという
方針だと思いますが、例えばどういった支援やプ
ログラムを構築していくことが重要だとお考えで
しょうか。
山本知事：プログラムっていうか、新しい教育イ
ノベーションみたいな事を群馬県から起こそうと
思っています。知事として何をやろうとしている
かというと、群馬県は非認知能力教育、または社
会的情動スキルというのですが、学力とか偏差値
によらない。いわゆる、自ら考えて生き抜く能力
ですよね。子供たちの能力は千差万別であって、
スポーツが得意な子供もいれば、勉強が得意な子
供もいる、スポーツとか勉強が得意でなくても、
例えば何かすごくアーティスティックであったり
だとか、友達を笑わせるムードメーカーだったり
とか、忍耐力あるとか、そういった学力とか偏差
値でない能力をもっともっとちゃんと見て、評価
をしてあげて、そういう人たちの力を引き出す社
会にするべきだと思いますから、それに向かって

いくことが重要だと思います。
大塚：ありがとうございます。
太田青年会議所としてもいろいろな人がいますの
で、皆さんの個性を活かせられるような団体にな

れたらいいと考えます。次に
eスポーツについてですが、
群馬県でも eスポーツを推進
されているとお聞きしたので
すが eスポーツをより売り出
すためのアドバイスがあれば
教えてください。
山本知事：まずは行政を本気
にさせることからじゃないで
すか。例えば太田市がどのぐ
らい eスポーツを重視してい
るか、そこまでの意識は多分
ないかもしれないから、だか

ら太田 JCがまず努力をして行政に働きかけて、い
かに eスポーツが大事かっていうことをまずしっ
かり伝えないといけないんじゃないですかね。あ
とは、eスポーツも大事だけど、クレインサンダー
スの選手をもっと有名にする運動とかやってあげ
たらいいんじゃないかな。今のところまだクレイ
ンサンダースの選手が前橋や高崎を歩いていても
サインを求めて人が集まってこないじゃないです
か。そういうのをちょっと助けて、盛り上げてい
けたらいいんじゃないですかね。
大塚：ぜひ参考にさせていただきます。来年は太
田青年会議所創設60周年というところで、子供た
ちがバスケットをできる大会を企画していまして、
そういった所で、バスケットから太田を盛り上げ
ていけたらいいなと思います。
山本知事：いいと思います、子供のバスケットボー
ル大会。あのアリーナでやれるのは素敵ですよね。
太田のアリーナは全国的に見ても結構トップクラ
スの施設ですからね。ぜひ頑張ってください。太
田 JCにはとても期待しています。
これから共に群馬県、それから太田市を盛り上げ
ていきましょう。
大塚：ぜひとも一緒に盛り上げていきましょう。
本日はお忙しい中ありがとうございました。
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2024年度交流委員会委員長を務めさ
せていただきます、重原巧と申します。
2024年交流委員会では、様々な交流を
通じて多様な価値観や経験に触れること

で学びを得られ、事業の活性化につながる交流を行って参
ります。それらが太田青年会議所の更なる成長につながる
と信じ、一年間邁進して参ります。諸先輩方をはじめメンバー
の皆様、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

2024年度総務委員会委員長を務め
させていただきます、鶴貝智と申します。
総務委員会では、より良い会議や事業
を行う為の土台作り、またメンバーの限

られた時間を有効活用できるように事前準備を徹底する
ことにより太田青年会議所のさらなる発展に繋がると信
じ、一年間邁進してまいります。諸先輩方をはじめメンバー
の皆様、ご指導ご鞭撻のほど宜しく願い申し上げます。

明けましておめでとうございます。本年度広
報委員会を拝命致しました山越嵩浩です。
2024年度広報委員会では、前年の総務広報
委員会から広報単独となった意義をしっかりと

理解し、地域の方々が今まで知り得なかった太田青年会議所の魅
力をより多くの方へ発信していきたいと考えております。そうするこ
とで地域の皆様から信用、信頼を得られるよう１年間全力で活動し
て参ります。皆様のご理解とご協力を何卒よろしくお願い致します。

2024年度研修委員会委員長を務めさせていただきます、
加藤奈緒美と申します。2024年度研修委員会では、メンバー
が目的までの道筋を立てて実践していただき、何事にも恐れ
ず取り組むチャレンジ精神を育み、様々な学びを取り入れ成

長できる機会を提供いたします。メンバーや地域の方が学びを活かし、多くの経験を
重ね成長することで、身近な方から更に必要とされる人材となり、延いては太田青年
会議所自体がより一層力強い組織となると信じ一年間邁進してまいります。諸先輩方
をはじめメンバーの皆様、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

2024年度会員拡大委員会の委員長を務めさせ
ていただきます、野上晃一と申します。会員拡大委
員会では、自然と新しい仲間が集うような魅力と活
気溢れる組織にするべく、まずは当委員会が一番盛

り上げていきます。それには、何のためのJC活動なのか？何をしたいのか？
を確認しながら意味と目的を明確にし、メンバー一人一人と向き合い、（公
社）太田青年会議所の一員であることに誇りがもてるよう一年間邁進し
てまいります。皆様のご理解・ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

2024年度地域の未来創造委員会委員長を務めさせ
ていただきます。角田英晃と申します。2024年度地
域の未来創造委員会では、若者と協力をして地域の
方々がこの街により愛着を持ってもらえるよう活動を

行っていきます。また共に活動を行った若者たちが、人生の糧となるような経
験を積むことで、よりよい未来への活動の力を養っていただきます。これら活
動がよりよい未来を創造することを信じ一年間邁進してまいります。諸先輩方
をはじめメンバーの皆様、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

2024年度地域連携委員会委員長を務めさせて
いただきます、福島大樹と申します。2024年度太
田青年会議所は60周年の記念すべき年を迎えま
す。地域連携委員会ではこの１年を通し、60年間

への感謝を体現し、地域の方々や関連団体とより一層の関係構築を行っ
て参ります。また、得た知見を会議所メンバーへ伝播させる事で太田青年
会議所の成長へ繋がる活動が出来るよう邁進してまいります。諸先輩方を
はじめメンバーの皆様、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

委員長

委員長

委員長

委員長委員長

委員長委員長

重 原　巧

鶴 貝　智

山越 嵩浩

加藤 奈緒美野上 晃一

角田 英晃福島 大樹
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総務委員会

交流委員会広報委員会

研修委員会会員拡大委員会

未来創造委員会地域連携委員会
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委員会名称 役　職 氏　名

国 際 グ ル ー プ
グローバルアライ
アンス構築委員会

委 員 長 高 橋 佑 介

統括幹事 橋　本　正由樹

総括幹事
補 佐 茂 木 將 多

総括幹事
補 佐 山 田 宗 平

両毛地域青年会議所協議会
委員会名称 役　職 氏　名

監 事 栁 　 大 介

副 会 長 佐 藤 崇 史

両毛ひとづくり委員会

副委員長 武 藤 仁 也

委 員 大 川 翔 平

委 員 山 田 圭 佑

両 毛 交 流 委 員 会

委 員 金 井 政 和

委 員 白　根　虎之助

委 員 茂 木 將 多

事 務 局
事務局員 池 戸 　 潤

事務局員 田 辺 雄 大

群馬ブロック協議会
委員会名称 役　職 氏　名

群馬の未来創造委員会
委 員 村 田 祐 輔

委 員 山 田 崇 史

L O M 活 性 化
推 進 委 員 会

委 員 長 清 宮 　 豪

総括幹事 谷 内 健 人

会計幹事 設 樂 祐 介

委 員 金 谷 圭 祐

委 員 島　倉　淳由美

事 務 局
事務局員 岡 部 隆 道

事務局員 小 島 圭 介

委員会名称 役　職 氏　名

国 際 グ ル ー プ
グローバルアライ
アンス構築委員会

総括幹事
補 佐 和 田 泰 義

委 員 吉 田 　 聡

委 員 田 口 実 穂

謹んで新春のお慶びを申し上げ
ます。本年、日本青年会議所国際
グループグローバルアライアンス
構築委員会の委員長の職をお預か
り致します。当委員会ではアジア
太平洋地域における、日本 JC と各
国青年会議所との民間外交の推進
や緊急支援として、日本に入国し
ているウクライナ避難民の支援を
行います。出向先の活動を経て多
くの仲間と学びを得て、その経験
をまた太田青年会議所に持ち帰っ
て来られるよう、楽しみながら精
一杯頑張って参ります。OB 諸先輩
方並びに現役メンバー皆さまのご
支援のほどよろしくお願い申し上
げます。

2024 年度群馬ブロック協議会
LOM活性化推進委員会の委員長を
務めます清宮豪です。LOM活性化推
進委員会では、JCカップ U-11少年
少女サッカー大会、会員拡大を重き
に LOM 支援をします。太田青年会
議所は、2023 年度大幅な会員拡大
ができました。会員することで、やり
たい事業の選択肢や多種多様な思考
を持ったメンバーが増えることで、交
流から得られる発展と成長、リーダー
シップの開発と成長の機会を提供する
ことができます。青年会議所活動をよ
り良いものにするため、一人でも多く
の会員拡大を行う必要があります。熱
く頑張りますのでご協力よろしくお願
いします。また、25歳という若手にこ
のような成長の機会を与えて頂きあり
がとうございます。

謹んで新春のお慶びを申し上げま
す。2024 年度、両毛地域青年会議
所協議会において副会長の職をお預
かりさせていただくこととなりまし
た。本年度両毛地域青年会議所協議
会では、「両毛６JC の可能性を発揮
し、更なる飛躍へ」を基本理念とし、
両毛という広い地域だからこそでき
る、地域を牽引する人材を育てるた
めの研修事業、そして各地 LOMに友
人をつくり、両毛６JC をひとつにす
るための交流事業という２つの柱で
活動してまいります。私は、交流事
業の担当として、太田 JC のメンバー
にも両毛内で多くの友人を作ってい
ただくべく尽力してまいりますので、
現役メンバーの皆様のご支援、OB会
の皆様からのご指導ご鞭撻のほど、
心よりお願い申し上げます。

(公社)日本青年会議
所／国際グループ
グローバルアライ
アンス構築委員会
／委員長

(公社)日本青年会議
所／群馬ブロック
協議会／LOM活性
化推進委員会／委
員長

両毛地域青年会議
所協議会／副会長

高橋佑介 清宮　豪 佐藤崇史

（ 公 社 ） 日 本 青 年 会 議 所
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